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【 背 景 】  

ピ ー ト ン ウ イ ル ス (PE A V )の 関 与 を 疑 う 牛 異 常 産 は 、 19 9 6～ 20 1 6

年 に 沖 縄 県 と 九 州 地 方 を 中 心 に 計 31 例 、 201 6～ 20 1 7 年 に 中 国 地

方 を 中 心 に 計 13 例 、そ の 後 は 散 発 的 に 発 生 が 確 認 さ れ て い る 。県

内 で は 、こ れ ま で PEA V に よ る 異 常 産 は 確 認 さ れ て い な い が 、侵 入

状 況 は 未 調 査 で あ っ た た め 、 今 回 調 査 を 行 っ た 。  

 

【 方 法 】  

① お と り 牛 の 抗 体 保 有 調 査：202 0～ 2 0 2 4 年 に お け る 子 牛 の ア ル ボ

ウ イ ル ス 感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス 残 余 血 清 （ 各 年 6、 8、 9、 11 月 採

材 ）26 農 場 延 べ 78 4 検 体 を 用 い て 、PEA V の 中 和 試 験 を マ イ ク ロ タ

イ タ ー 法 に よ り 実 施 し た 。  

 

中 和 試 験 ： 被 検 血 清 は 、 56℃ で 30 分 間 の 非 働 化 を 行 っ た 。 96 穴

プ レ ー ト の 各 ウ ェ ル に イ ー グ ル 培 養 液 を 50μ L ず つ 入 れ 、 最 初 の

ウ ェ ル に 被 検 血 清 を 50μ L 加 え て 2 倍 階 段 希 釈 し た 。 各 希 釈 液 に

200 T C I D 5 0／ 100μ L に 調 整 し た ウ イ ル ス 液 を 50µ L 加 え て 37℃ で 1

時 間 反 応 さ せ た 。そ の 後 、牛 血 清 10％ 加 イ ー グ ル 培 養 液 に 浮 遊 さ

せ た HmL u - 1 細 胞 を 各 ウ ェ ル に 0.1 m L ず つ 加 え て 、 5％ 炭 酸 ガ ス 存

在 下 に お い て 37℃ で ７ 日 間 培 養 し た 。 細 胞 変 性 効 果 (CP E )の 発 現

を 50％ 阻 止 し た 血 清 の 最 高 希 釈 倍 数 の 逆 数 を 抗 体 価 と し た 。PEA V

は 20 0 6 年 鹿 児 島 分 離 株 (KS B - 1 / P / 0 6 株 )を 使 用 し た 。 な お 、 抗 体

陽 転 は 農 林 水 産 省 の「 202 3 年 度 牛 の ア ル ボ ウ イ ル ス 感 染 症 サ ー ベ

イ ラ ン ス 結 果 報 告 」 に お け る ア カ バ ネ ウ イ ル ス 及 び ア イ ノ ウ イ ル

ス の 最 終 判 定 と 同 様 、2～ 4 回 目 の 抗 体 価 が 前 回 又 は 前 々 回 の 抗 体

価 よ り も 2 管 以 上 上 昇 し 、か つ 、4 回 目 の 抗 体 価 が 32 倍 以 上 を 維

持 し て い る 場 合 と し た 。  

 

② ① で 6 月 に 16 倍 以 上 の 抗 体 価 を 示 し た お と り 牛 4 頭 の 母 牛 血

清 13 検 体 (20 2 0～ 20 2 4 年 採 材 )を 用 い て 、 PEA V の 中 和 試 験 を ① と

同 様 の 方 法 で 実 施 し た 。ま た 、こ れ ら の 血 清 及 び 202 4 年 に 採 材 し

た こ れ ら 母 牛 の 血 漿 及 び 血 球 を 加 え た 17 検 体 を 用 い て 遺 伝 子 検

査 及 び ウ イ ル ス 分 離 を 実 施 し た 。  

 

遺 伝 子 検 査 ： 血 清 及 び 血 漿 は 、 ウ イ ル ス RNA 抽 出 キ ッ ト （ QIA a m p  

V i r a l  R N A  M i n i  K i t， QI A G E N， U. S . A .） を 用 い て 、  血 球 は ウ イ ル



ス RNA 抽 出 キ ッ ト （ RNe a s y  M i n i  K i t， QI A G E N， U. S . A .） を 用 い

て 、 RNA を 抽 出 し た 。 そ の 後 、 RT- P C R キ ッ ト （ Pri m e S c r i p t ™  O n e  

S t e p  R T - P C R  K i t  V e r . 2  ( D y e  P l u s ) , T a K a R a ,滋 賀 ） を 用 い て 、 ア

ル ボ ウ イ ル ス の マ ル チ プ レ ッ ク ス RT - P C R 法 を 実 施 し た ［ 1］。  

 

ウ イ ル ス 分 離：検 査 材 料 を HmL u - 1 細 胞 に 接 種 し 、静 置 培 養 に よ る

ウ イ ル ス 分 離 を 試 み た 。  

 

③ 県 内 7 地 域 (海 草 、 那 賀 、 伊 都 、 有 田 、 日 高 、 西 牟 婁 、 東 牟 婁 )

か ら 各 1 農 場 （ 東 牟 婁 は ② で 2 農 場 に て 抗 体 を 保 有 す る 母 牛 が い

た こ と か ら 、ハ イ リ ス ク 地 域 と 考 え 3 農 場 ）を 選 択 し 、202 0～ 20 2 4

年 に お け る 繁 殖 牛 の 残 余 血 清 435 検 体 を 用 い て 中 和 試 験 を ① と 同

様 の 方 法 で 実 施 し た 。 な お 、 血 清 は 牛 1 頭 に つ き 1 検 体 と し て 、

最 も 古 い 血 清 を 選 択 し た 。  

 

【 結 果 】  

① 202 0 年 ～ 202 4 年 の 5 年 間 で 、抗 体 陽 転 は 確 認 さ れ な か っ た が 、

202 0 年 、20 2 1 年 、202 4 年 に 6 月 の 抗 体 価 が 16 倍 以 上 の お と り 牛

が 4 頭 認 め ら れ た （ 表 1）。 4 頭 と も 母 牛 の 初 乳 を 摂 取 し て お り 、

移 行 抗 体 を 含 む 可 能 性 が あ る 初 乳 製 剤 の 使 用 は な か っ た 。 な お 、

牛 の ア ル ボ ウ イ ル ス 検 査 マ ニ ュ ア ル [1]に 、「 ピ ー ト ン ウ イ ル ス で

は ウ イ ル ス 株 に よ っ て 8 倍 程 度 ま で の 牛 血 清 で 非 特 異 的 な CPE の

抑 制 が み ら れ る こ と が あ る 」 と 記 載 が あ っ た た め 、 今 回 、 抗 体 価

16 倍 以 上 の 牛 を 選 択 し た 。  

 

② 母 牛 4 頭 の 抗 体 価 は 32～ 12 8 倍 で 、 遺 伝 子 検 査 及 び ウ イ ル ス 分

離 は 全 て 陰 性 で あ っ た （ 表 2）。  

 

③ 抗 体 価 が 32 倍 以 上 の 繁 殖 牛 が 、海 草 で 3 頭 、日 高 で 2 頭 、西 牟

婁 で 2 頭 、 東 牟 婁 の 2 農 場 で 10 頭 の 計 17 頭 (お と り 牛 の 母 牛 4

頭 を 含 む )確 認 さ れ た (図 1)。な お「 202 3 年 度 牛 の ア ル ボ ウ イ ル ス

感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス 結 果 報 告 」 に お け る ア カ バ ネ ウ イ ル ス 及 び

ア イ ノ ウ イ ル ス の 抗 体 陽 転 の 定 義 の 中 で 、4 回 目 の 抗 体 価 が 32 倍

以 上 を 維 持 し て い る 場 合 と あ っ た た め 、 母 牛 に つ い て も 準 じ て 、

抗 体 価 32 倍 以 上 の 牛 を 選 択 し た 。  

 

【 考 察 】  

お と り 牛 の 抗 体 保 有 調 査 の 結 果 で は 、 抗 体 陽 転 は 認 め ら れ な か

っ た が 、 移 行 抗 体 を 保 有 し て い る 子 牛 が 確 認 さ れ た 。 こ の 子 牛 の

母 牛 は 抗 体 を 保 有 し て い る こ と が 確 認 さ れ 、 本 県 で は PEA V ワ ク



チ ン を 接 種 し て い な い こ と か ら 、 当 該 母 牛 は 過 去 に PEA V に 感 染

し て い た と 考 え ら れ た 。 ま た 、 県 内 7 地 域 の 繁 殖 牛 の 抗 体 保 有 調

査 に よ り 、 同 様 の 牛 が 4 地 域 で 17 頭 確 認 さ れ た こ と か ら 、 PEA V

は 当 該 牛 の 出 生 か ら 採 材 日 ま で（ 20 0 0～ 20 2 1 年 ）の 間 に 、県 内 に

広 範 囲 に 侵 入 し て い た と 考 え ら れ た (図 2)。 な お 、 200 0～ 20 0 2 年

に 、県 外 に い た 牛 が 1 頭 、異 動 状 況 不 明 の 牛 が 2 頭 認 め ら れ た が 、

PEA V を 含 む 牛 異 常 産 4 種 混 合 の 販 売 開 始 が 201 6 年 の た め [2]、こ

れ ら の 牛 は 、 ワ ク チ ン 接 種 さ れ て い な い と 考 え ら れ る 。 201 6～

20 1 7 年 に 中 国 地 方 及 び 近 畿 地 方 で PE A V が 流 行 し て い た こ と か ら

[3, 4 ]、本 県 へ の 侵 入 も こ の 時 期 で は な い か と 推 測 さ れ た 。本 県 で

は 毎 年 、繁 殖 牛 に 牛 異 常 産 3 種 混 合 ワ ク チ ン (ア カ バ ネ ウ イ ル ス・

ア イ ノ ウ イ ル ス・チ ュ ウ ザ ン ウ イ ル ス )を 接 種 し て い る が 、今 後 は

PEA V に よ る 異 常 産 を 予 防 す る た め 、 PEA V を 加 え た 牛 異 常 産 4 種

混 合 を 接 種 す る 予 定 で あ る 。  
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図2 抗体価32倍以上を示す牛の移動状況

おとり牛 農家 年
中和抗体価

6月 8月 9月 11月

1 A 2020 16 4 <2 <2

2 B 2021 32 8 2 <2

3 C 2024 32 <2 <2 2

4 A 2024 128 <2 <2 <2

表１ 6月に抗体価16倍以上を示す牛の中和試験の結果

母
牛

中和抗体価 遺伝子
検査

陽性数
/検査数

ウイルス
分離

陽性数
/検査数

～参考～
おとり牛の

6月の
中和抗体価

2020
年

2021
年

2022
年

2023
年

2024
年

1 128 NT 32 NT NT 0/2 0/2 16
(2020年)

2 64 128 64 64 NT 0/4 0/4 32
(2021年)

3 32 NT NT NT 64 0/4 0/4 32
(2024年)

4 32 32 32 32 64 0/7 0/7 128
(2024年)

表2 母牛4頭の検査結果


